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●幹事報告 漆原摂子幹事
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ゲスト卓話

◆３月の例会予定
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・浅野玄航君
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●会長挨拶 関正己会長

こんにちは。3月 3 日桃の節句を迎え勝浦の市内もビッグ雛祭りで賑わ

っています。明日、私も仕事がお休みなので、見物に行ってみたいと思い

ます。49期、勝浦 R・Cも早８カ月が過ぎ、ラスト４カ月となりました。

色々と委員長さんには無理を言ってチェンジメーカー賞をめざしカリキ

ュラムをこなすようお願いしてきましたが、どうしても国際奉仕部門にお

いてハードルが高くクリアー出来そうにありません、今 幹事の漆原さん

が懸命にまとめてくれていますが、結果は地区の判断がどう出るか不明で

す。もとより、チェンジメーカー賞はクラブの指揮の高揚に本来の意義が

あると思っていましたので、結果はパーフェクトでなくても仕方がないと

考えていました。しかしながら、理事、委員長、会員の皆さんの努力によ

り今一歩のところまで近づきました。このことは大変意義深い事と思い敬

意を表したいと思います。会員の皆様本当にありがとう御座いました。

本クラブは会員数も中堅クラスを占め、人材も豊富、会長の役目は２度

めぐる事はないでしょう。また、そうでなくてはいけないと思います。

其の為にも悔いの無い１年にしたいと思いますが、なかなか思うように

行きません。このことは歴代会長経験者のだれしもが感じてきた事だと思

いますが・・・。余すところ４カ月、引き続きご協力お願いいたします。

追伸、待望の勝浦 R・Cポスターが渡辺ヒロ子会員のご協力により出来

上がりました。これを基にロータリー永遠のテーマであります会員増強の

一助になれば幸いです。勝浦 R・C をもっと宣伝いたしましょう。
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●委員会報告

◆社会奉仕委員会 牧野利美担当理事

３月４日、恒例の官軍塚に集合して、桜を見ながらゴ

ミを拾い、着いたらお弁当ということになっているので

すが、天気予報が良かったり悪かったりで、今日見たら

昼からが雨ということでした。こういう状態ですが、い

つも６時 30 分にお集まりいただいているとのことで、

雨は降らないということでよろしくお願い致します。

●ニコニコＢＯＸ

○本人誕生日

◆中村昇君

先日、３月１日６時 15分で、私がちょうど 64歳の誕

生日を迎えました。そしてその夜に大吟醸で７名の方に

お祝いしていただきました。なんとか元気に迎えられま

して、本当にありがとうございました。今後ともよろし

くお願いいたします。

○自主申告

◆中村昇君

２月 13 日のＩＭの件ですけれども、あの時は多くの

方々から、実行委員長をはじめガバナー補佐、そして企

画が素晴らしいと、また会場が素晴らしいということを

褒められまして、円楽さんのお話、また大家さんなどの

お話、みなさん涙をこぼしながら聞いていたというよう

なことで、千倉ロータリークラブの次期会長になる女性

の方ですが、この話の内容が、聞きが良いということで

だいぶ酔ってらっしゃいました。そこで私と意気投合し

まして、あなたはどこの誰だという話になりまして、私

は「勝浦の中村だ」と言いましたら「気に入った」とい

う風に言われまして、勝浦に自主申告ということで最初

５千円出したのですけど引っ込められてしまい千円に

なりましたが、千円いただいてまいりました。そしても

う一人、勝浦高校の校長先生上がりだということで、千

倉ロータリーの方でございまして、その方からは５千円

いただきました。そして今日は、この間の実行委員の皆

さんがとても良く、そしてブルーベリーヒルの料理が素

晴らしいということで、私からも１万円納めさせていた

だきます。

◆西川佳璋君

皆さんのお手元にある「ロータリーの友」、どちらが

表紙かわかりませんが桜が写っております。私どもの総

本山、身延山久遠寺のしだれ桜でございます。桜が咲い

ている時期は、身延山の駅から久遠寺のまでの間、道路

が渋滞して、１時間くらい歩かないと境内までたどり着

けないという、賑わいの桜でございます。観光バスだと

近くまで行けるそうですが、乗用車の場合はなかなか近

くまで行くことができません。中の方の説明文に私ども

の宗祖、日蓮のことが少し紹介されておりますのでご覧

ください。

それからもうひとつ、皆さん方もご存知のとおり街中

でひな祭りが開催されております。先日テレビ朝日がま

いりまして、中継車を止めさせてくださいということで

高僧に来まして、今日も来て、３月３日朝６：30～放送

のテレビ朝日の「城島茂のここ朝一番」という番組があ

るのですが、この番組で時間内ほぼ全般、散りばめるか

もわかりませんが、１時間半の番組に出るそうでござい

ます。生放送です。

そういうことで、私が出かける前に駐車場の交渉を
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されまして、また「境内の中にケーブルを引いてもい

いか」と聞かれましたが、「どうぞ、結構ですから勝

浦市を全国に十分 PR してください」ということで OK

を出しました。出てくる前にその番組の録画の予約を

入れてまいりましたので、皆さんもぜひ録画など対応

していただきまして、楽しくご覧になっていただけれ

ばと思います。

◆水野敬泰君

一週遅れで申し訳ないのですが、ＩＭのことでござ

います。円楽師匠の色紙を私も頂戴しまして、私の一

字、「天下泰平」の「泰」の字だけ書いてありまして、

多分私自身があまり知らないのですが、その字にいろ

いろな意味があって、そういうことで入れてくれたん

だなと思います。同時に、私何回かリハーサルのよう

なものに行った時には、円楽自身の問題にも関わら

ず、マネージャーから来ている文章で円楽の人間像と

いうのをなんとなく頭に入れてしまったというのが

ありました。実は、そんな人じゃないだろうなと思い

つつも、やはり文字というのは恐ろしいもので、頭に

そういうイメージが入ってしまいました。ところがそ

の後、楽屋に行ったという牧野さんのお話は、本番で

の話、それとサインがみんな一人ひとり違うものです

から、そういう事をされると、円楽にますます惚れて

しまったというような事もあり、ＩＭの良い機会だっ

たなと思います。
◆西尾誠君

私も円楽さんという人とはあまりご縁がなくて、テレ

ビで見る程度であったのですけど、意外に真面目な人だ

なあ、というのが私の感想です。ああいう人は、どこか

でダジャレでも言うのかと思っていました。私の色紙に

はちゃんとしたことが書いてあって、「梅は咲いたか、桜

はまだかいな」ということでした。その円楽さん、水野

さんは惚れてしまったと言いましたが、私はまあちょっ

と見直したなというところです。

◆牧野利美君

ＩＭの実行委員長にいろいろ配慮していただいて、

「副」という名前をつけていただいたのですが、やるこ

とはお開きの時だけお話させていただいて、あれ以来お

開きがいっぱいありました。水野さんがお話されたよう

に、円楽師匠は迎えに行った時も自ら運転してみえまし

て、まさか運転手だとは思わなかったので後ろの席をず

っと探していたのです。小さい女の子のマネージャーを

連れてきまして、「このやろう、女なんか連れてきやがっ

て」と思っていましたら師匠が運転していまして、その

後なかなか出てこないと思ったら、もう次に帰る時のナ

ビをセットしていたのです。それから車から降りて、「い

やあ、古い車だからね。なかなか上手くいかなくて」と

いうお話と、終わったらすぐ両国で一席あるらしいとい

うお話を聞いたのですけど、皆さんがおっしゃる通りに、

本当に気さくな人で、スーツ姿がそういう風に見せたの

かもしれませんが、日頃の落語家の時の格好とは違い、

そういうのを直面して見ると、すごく身近に感じたのと、

フリーで話をされるから慣れてらっしゃるんでしょうけ

ど、時間内に話をされるというのはやはりプロだなと思

いました。そして控え室というのはブルーベリーさんの

応接のところで、１時間以上前にお見えになったので、

ちょっと困ったなという風に思っていましたら、「良いん

だよ、良いんだよ」という風に言っていまして、その後

に行ったら床の上に色紙を並べて、ひとつひとつ書いて

いたのです。文もちゃんと考えてきていたということで、

そういうところはさすが、すごいなと思い、勉強されら
れました。



君

そういうことを持って、12 月 20 日にその腹案を出しま

したところ、その時はまだ私自身の自己流でありました

ので期待は全く持っておりませんでしたけれども、一

応、明けました１月 17日に織田ファストガバナーより

直接私の方に電話があり、ぜひ実行してくれと、こうい

う言葉がありまして幹事の方からガバナー事務所に連

絡していただきまして、私どもの口座に振り込んでいた

だいたと、こういう経過でございました。大変素晴らし

いことなのですが、クラブとしては重い責任と義務を背

負ったわけでございまして、今後、皆さまと協力しなが

らやっていかなければならないなと思います。しかし、

50 周年という集大成として、また新たなる 50年を目指

す、その中で、みんなで頑張っていきたいなと、こうい

う形でございます。では、その腹案とは何だったのかと

いうのを若干皆さまに述べたいと思います。これは「義

援金を活用したクラブの取り組み案」という形がござい

まして、それを書きなさいよという例が出てるのです。

まず１番目といたしまして、「皆さまのクラブでは義援

金を活用するとした場合、大震災で被災された地区内の

人々に今後どのような支援活動をお考えですか？でき

るだけ具体的にお書きください」という問いです。腹案

といたしましては、勝浦ロータリークラブ創立 50周年

記念式典、関係資料事前打ち合わせ会議等をできるだけ

創意工夫し経費節減につとめ、被災地の震災遺児に励ま

しと、苦しみを分かち合えるような友達を作る機会を与

えたい。具体的には震災遺児、その時の考えとしまして

は中学生 20～30 名を勝浦に招待、勝浦の中学生と寝食

を共にし、友好関係を築き、末長い友情と信頼の交流を

はかる目的とする、と書いたわけです。２番目に「その

活動は、他のクラブ、地区内外を問わず、共同で行うも

のですか？」というのがありました。そこで被災地のひ

とつ、気仙沼ロータリークラブ、勝浦とは水産業で密接

な関係があること、第 252 地区内の震災遺児を対象とし

て協力していただき、偉業展開をしたい。なお、先方と

は何の連絡も、ロータリアン同士の知り合いもおりませ

ん。今後、資金の調達等を考え折衝する予定です、とい

う事です。３番目といたしまして、「その活動のために

必要な資金の額、概算でご記入ください。」ということ

で、その時に考えた予算は 200 万円、と書いたわけであ

ります。「そのうち、クラブで負担する金額は？」とい
◇鈴木 覚三郎

●クラブフォーラム

◆プログラム委員長 高梨薫敏君

今日は３月の第１週ということで、会長の初心通りに

クラブフォーラムということで行いたいと思います。会

長挨拶がありませんが、あともう４ヶ月しかない、まだ

４ヶ月もある、どう考えるかでありますが、50 周年の

実行委員会としては、もう本当に日が迫っているなとい

う風に、気持ちは焦っています。実行委員長はさらに焦

っているんじゃないかと思います。少し、実行委員長の

考えがまとまりつつあるようですので、最初に実行委員

長の経過報告等をお聞きして、それから皆さんのご意見

もお聞きしたいと思います。

◆水野敬泰君

今、プログラム委員長であり実行副委員長である高梨

さんの方からお話がありました。皆さん、去る１月 18

日に 100 万円が東日本大震災被災者支援委員会、会長が

織田ファストガバナーでございますが、そこに振り込ま

れたという事はご存知ですよね。それについて、なぜ

100 万円というのが来たかと言いますと、12月の織田フ

ァストガバナーの義捐金の中間報告があったわけです。

その中に今申しました口座の中に 535 万円が残ってお

りますと、ぜひ皆さまにはクラブが自主的に被災クラブ

を支えてくださいますようお願い致します、ということ

で資金が 535 万円残っていると、こうガバナー月信に載

っていたのであります。早速、私が山田ガバナーの事務

所へ連絡したところ、それに対する書式というのがあり

ますということで私の方へ送って頂きました。それが

12 月 15 日でございました。実は実行委員長をやれと言

われていましたので腹案をある程度持っていました。そ

の腹案というのは、実は高梨さんとともに持っていたわ

けですが、やはり東日本大震災、そして那智勝浦の水害、

この両方を避けて通ることはできないであろうと、それ

は 50 周年という年度に、なんらかの対応をしていかな

ければならないと、こういうことだけは、合意をいたし
ておりました。
う風になりまして、半分の 100 万円をクラブで負担し



今申しましたように、我々はそういう風に考えてやるの

ですが、実はここで何が関わってくるかと言いますと、

相手があることであります。気仙沼ロータリークラブで

すが、こちらは震災があるから良いかなと思いましても、

気仙沼というのも大変広い地域だそうで、中学校と言っ

ても勝浦のように３校だけではなく、もっとたくさんあ

るのだそうです。では震災遺児はどこに居るのかという

と、全く方々に居るんだそうです。そうしますと、個人

情報というものが関わり合ってきてしまって、思うよう

にいかないという事が現実にあるわけでございます。ち

なみに、先日のＮＨＫの「クローズアップ現代」、それに

おきましても震災の話が出ておりましたが、やはり個人

情報を公開するということはなかなか大変な話でありま

す。かと言って、気仙沼ロータリーの方といたしまして

も、個人情報が入ってこない事には、そういう呼びかけ

さえもできないよという状況になっていってしまいま

す。ゆえに、理事会が終了しましたら、教育委員会に行

って話をしてくるんだということであります。ですから、

まだ結論が出ておりませんので、我々が今すぐここで動

くという状況にはありますけれども、ただ勝浦ロータリ

ーというものを信頼していただきそこに 100 万円がきた

であろうと、こう思っておりますので、できればその 100

万円を返すのではなくて、なんらかの形で使えたらなと、

そういった事業展開をしていけたらという風に思ってお

ります。ですからまだ向こうからの結論が出ておりませ

んけれども、これからまたいろいろ話が来る予定となっ

ておりますので、その折りにまた皆さんの意見を頂戴し

たいなと思っております。

ますということでやりました。補足説明といたしまして

は、創立記念積立金を充当して事業展開を考えておりま

すと、したがって、「次年度以降何年間は」の問いには

答えが出ておりません。この「答えが出ておりません」

の意味合いは、総予算 200 万円で、うちクラブが負担

できるのが 100 万円、そして「次年度以降、毎年何円

を何年間続けられるか」という問いがあったわけであり

ます。したがいまして、その問いには答えが出ておりま

せんということは、原資となるものが創立記念の積立金

を充当するために、そういうことが何年間ということは

できませんよという意味合いであります。そして事業と

しては何をするかということを具体的に書けという形

になっております。震災遺児と勝浦市内の中学生との交

流、これが１点です。もうひとつは、渡邉ヒロ子さんが

おりますけれども、勝浦アンサンブル同好会１万人チャ

リティーコンサートと共済をしていきます。これは中村

会員が主催し、被災地も見て１年発起、義援金を全て公

共性の高いところに楽器を贈呈予定。勝浦市教育委員

会、勝浦ロータリークラブの後援で継続してまいりま

す。マスコミにも何誌も取り上げていただいておりま

す。あともう１点は、勝浦市民の皆さまにもご協力をい

ただき、被災地（気仙沼）より、マグロを購入し、解体

ショーを行うという事を検討してみたいという形でも

ってお話させていただきました。今言いました事は、今

年の夏休み後半を予定したいという事でありますけれ

ども、これにつきましては、気仙沼ロータリークラブと

勝浦ロータリークラブとの接点の中で、気仙沼ロータリ

ークラブのしっかりとした方向性はまだ出ておりませ

ん。したがって、３月になれば、どこのクラブもそうだ

と思いますが理事会が開催されるということで、その時

に勝浦からの提案を理事会で検討し、後に教育委員会

等、義務教育者である中学生を対象としているわけです

から、どうしても教育委員会というものが必要になって

まいります。教育委員会という点におきましては、実は

私と高梨さん二人で出向いていってまいりました。こう

いうような企画で、こうやりたいんだということをお話

にいきました。その点では、高梨さんの取り計らいでス

ムーズにお会いすることができまして、お話もスムーズ

にできました。もう少し詳しいお話を聞いたら対応でき

ることは対応しましょうよと、こういうお話を頂戴して

いるわけです。



●３月４日に開催されたゴミ拾い参加者

【今週の一言】●面倒なことを避けて通ろうとすると、困難は大きくなっていく。

また先ほどのヒロ子さんのお話の件ですが、それもま

たヒロ子さんのこれからいろいろお話合いしますけれ

ども、そういう点の最大の事をやって、地元の、例え

ば小学生・中学生に勝浦ロータリークラブとして出張

していってやってあげるとか、という事で理解をして

もらうとともに、みんな向こうの子ども達のことも理

解してくれよという訴え方をしながら、全部の地区の

小学校・中学校を回るというのも良い計画じゃないか

なと、そういう事も考えております。

武道大学もあるので、そういったところも大いに利

用して１万人に達成し、また１千万というものを目指

して、そして恵まれない人たちの公共機関等の楽器を

贈呈すると、これは非常に素晴らしいことだと思いま

すので、それにはロータリーも一生懸命力を出してい

きたいなと思っております。いろんな角度があると思

いますが、検討していただけたらなと思います。

関会長も漆原幹事も、週報作成に際し、いつ

も原稿をいただけるので、非常に助かっており

ます！

この場をお借りし、感謝申し上げます。

渡邉 昌俊

出席報告 ３月２日（金）

出席委員会 手塚 明宏 委員長

会員 出席 ＭＵ 欠席 出席率

37名 24 名 ６名 ７名 81.08％

欠席：浅野玄航、内田秀実、小林悠基、斎藤義典、

林重利、吉野裕子、渡辺保


